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11月行事予定
１ 日

２ 月 開閉会式練習

校内読書週間～30

３ 火 文化の日

４ 水 朝会
全校練習(大玉送)

５ 木 応援練習
６ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

運動会前日準備
７ 土 ムランピック

（村君小運動会）
８ 日 運動会予備日

９ 月 振替休業日
１０ 火 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

登校指導 安全点検

１１ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

委員会

１２ 木 おはよう運動

校内授業研究会

１３ 金 短学活

なかよしハイキング

１４ 土 県民の日
１５ 日
１６ 月 お話会（456年）

１７ 火 児童集会

ＳＳＷ学校巡回
１８ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

書き初め指導

１９ 木 おはよう運動

学校保健委員会

２０ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

クラブ

２１ 土

２２ 日

２３ 月 勤労感謝の日

２４ 火 なかよしあそび

２５ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ スクールカ

ウンセラ―来校

２６ 木 おはよう運動

学習参観

校内持久走大会

２７ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

校内持久走大会予備日

２８ 土
２９ 日

３０ 月 読み聞かせ(123年)

【第２回学校運営協議会】10月５日（月）【第２回学校運営協議会】10月５日（月）
１０月５日（月）に第２回学校運営協議

会が開かれました。今回は、５時間目に授
業の様子を見ていただきました。また、９
月に実施した学校評価アンケートの結果や
取組について説明し、意見交換を行いまし
た。「大変よく学習に取り組んでいる」「あ
いさつもよくできている」「あいさつは、
大人から声をかけ、子供を変えていく」等
のたくさんの御意見をいただきましたの
で、今後の教育活動に生かしてまいります。

【就学時健康診断・親の学習講座】【就学時健康診断・親の学習講座】 10月１３日（火）10月１３日（火）
来年度、本校に入学する予定の５人の新

入児が、元気に来校しました。緊張しなが
らも就学時健康診断にしっかり取り組んで
いました。来年の４月が楽しみです。また、
新入児の保護者を対象に「親の学習」講座
が行われ、「今、求められる親の役割」と
題して、県家庭教育アドバイザーの小川先
生から多くのお話があり、親として自分の
子育てをふりかえるよい機会となりました。

【お話会・読み聞かせ】【お話会・読み聞かせ】
子供たちが楽しみにしていた「お話会」

と「読み聞かせ」ですが、先月からよう
やくスタートしました。１０月１９日(月)
は、１～３年生のお話会。１０月２６日
(月)は、４～６年生の読み聞かせ。いず
れもボランティアさんによる、すばらし
い内容で子供たちも熱心に耳を傾け、聞
き入っていました。

☆１１月１日は「彩の国教育の日」
埼玉県では、教育に関する理解を深めていただくために、

１１月１日を「彩の国教育の日」、１１月１日～７日まで
を「彩の国教育週間」としています。今年度は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響を受け、多くの事業が自粛され
ています。このような状況だからこそ、身近な人と自然・
人・本・家族・地域の大切さや思い出について語り合い、
元気で明るい気持ちになる教育週間にしましょう。

☆１１月は「いじめ撲滅強調月間」です。
埼玉県は、毎年１１月を「いじめ撲滅強調月間」に制定

し、いじめ問題の根絶に向けた取組を行っています。いじ
めは重大な人権侵害です。「いじめは絶対に許さない」を
合言葉に、学校・家庭・地域が一体となっ
ていじめ防止に取り組んでいきたいと思い
ます。御理解と御協力をお願いします。

インフォメーション

体験活動を通して豊かな心を育む 校長 鳥海 一寿
村君小学校の特色ある教育に、豊かな自然を利用した体験活動があります。その中でも、

４・５年生が体験する利根川でのボート体験は本校ならではの活動です。ボート体験のね
らいは、ボートでパドルを漕ぐ体験をしながら、自然の様子を見て、利根川について理解
を深めることです。本年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、秋に延期して１０月
１５日に実施しました。毎年、栃木カヤックセンターの方にボートを準備してもらい活動
しています。今年は、参加者とインストラクターの健康観察、道具の消毒など、感染症対
策をして実施しました。
まず、学校から利根川の河川敷に移動して「はじめの会」を行

い、パドルの使い方を練習しました。その後、河原まで移動して
３艇のボートに乗って出発しました。子供たちは、川の水の色、
風やにおいなどを感じながら、利根川を進んでいきました。途中、
中州で休憩して、砂やゴミの様子、生き物の足跡などを見ました。
そして、再度出発して、３艇のボートで競争したり、川岸の植物
や生き物の様子を見たりしながら、加須未来館に到着しました。
最後に、栃木カヤックセンターの方から、次のような話がありました。

「このようなボート体験をしているのは、日本中で村君小学校だけです。ボートの上から
利根川の自然を見る貴重な体験です。故郷の利根川を愛し、誇りに思ってください。」
この話のように、子供たちはボート体験から様々なことを感じ、学んだようです。

ボート体験を実施するにあたり、利根川河川事務所川俣出張所には、利根川の利用許可、
小川工業株式会社、田部井建設株式会社の皆様には、河川敷の草刈りなどの準備をしても
らいました。加須未来館では、水道、着替えの部屋を利用させてもらいました。関係の皆
様に心より感謝申し上げます。裏面のボート体験の新聞記事も御覧ください。

１１月には、ムランピック２０２０（村君小運動会）、なかよしハイキング、持久走大
会など、大きな学校行事があります。学校行事や体験活動を通して、思いやりの心、感動、
友情など、豊かな心を育むことができます。万全な感染症対策をしながら、子供たちの心
に残る活動を進めてまいりますので、保護者、地域の皆様にも、御理解と御協力いただく
ようお願いします。

【子供たちの感想から】

・みんなで息をあわせてパドルをこいで進みました。最初からとばしすぎて、さいごスタミナが

げんかいだったけど、力をふりしぼってゴールできました。 （４年 中山蒼一朗さん）

・３組のボートで競争したとき、せっ戦で負けてしまいそうになったけど、チームで力を合わせ

てがんばったら、勝てたのでうれしかったです。 （４年 平井 結稀さん）

・かけ声といっしょにパドルでこぎ出すと、私たちのボートは速く進みました。寒くてつかれた

けど、秋の自然をたくさん見ることができてよかったです。 （５年 今成 彩夢さん）

・未来館に行くと中、ぼくはスリルを楽しむために船から顔を出しました。すごく楽しかったです。

今年で、ボート体験はさいごだったけど、いい思い出になりました。 （５年 遠藤 星夜さん）




